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八
木
重
吉
の
短
歌
㈠
西
　
村
　
成
　
樹
　
　
　
　
　
　
一
、
は
じ
め
に
　
短
歌
の
背
景
　
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
年
）
二
月
九
日
に
生
ま
れ
た
詩
人
八
木
重
吉
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
年
）
一
〇
月
に
結
核
で
二
九
歳
の
短
い
生
涯
を
閉
じ
た
が
、
死
後
に
は
数
多
く
の
詩
稿
が
残
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
重
吉
が
生
前
、
刊
行
を
企
て
た
の
は
第
一
詩
集
『
秋
の
瞳
』（
大
正
一
四
年
八
月
、
新
潮
社
）
と
第
二
詩
集
『
貧
し
き
信
徒
』（
昭
和
三
年
二
月
、
野
菊
社
）
の
み
で
あ
る
。『
秋
の
瞳
』
は
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
が
、『
貧
し
き
信
徒
』
は
再
従
兄
の
加
藤
武
雄
が
生
前
の
重
吉
の
依
頼
を
受
け
て
、
重
吉
の
死
の
後
に
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
二
つ
の
詩
集
は
さ
ほ
ど
評
判
を
呼
ば
な
か
っ
た
が
、
重
吉
没
後
に
そ
の
詩
を
愛
好
す
る
人
々
の
手
に
よ
っ
て
、『
八
木
重
吉
詩
集
』（
加
藤
武
雄
・
草
野
心
平
・
佐
藤
惣
之
助
・
八
木
と
み
子
・
三
ツ
村
繁
蔵
・
山
本
和
夫
編
集
、
山
雅
房
、
昭
和
一
七
年
）、『
八
木
重
吉
詩
集
』（
草
野
心
平
編
集
、
創
元
社
、
昭
和
二
三
年
）、『
定
本
　
八
木
重
吉
詩
集
』（
吉
野
秀
雄
ほ
か
編
集
、
彌
生
書
房
、
昭
和
三
三
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
、
そ
こ
に
は
未
刊
詩
稿
か
ら
も
作
品
が
収
録
さ
れ
て
、
重
吉
の
詩
の
評
価
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
　
一
方
、
八
木
重
吉
は
短
歌
の
創
作
も
行
っ
て
い
る
。
重
吉
は
生
前
歌
集
の
刊
行
は
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
作
品
の
多
く
は
結
婚
前
後
の
日
記
の
中
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
あ
ま
り
焦
点
の
当
た
る
こ
と
の
な
い
八
木
重
吉
の
短
歌
の
紹
介
・
考
察
と
彼
の
文
学
上
で
の
位
置
づ
け
を
行
い
た
い
。
　
現
在
八
木
重
吉
の
短
歌
は
『
八
木
重
吉
全
集
』（
昭
和
五
七
年
、
筑
摩
書
房
）
の
第
三
巻
の
「
日
記
」、「
〔
歌
稿
断
片
〕
」、「
島
田
と
み
宛
書
簡
」
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
短
歌
の
ほ
と
ん
ど
は
日
記
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
田
中
清
光
氏
は
『
詩
人
八
木
重
吉
』（
麥
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書
房
）
の
中
で
日
記
に
つ
い
て
、
　
　 
日
記
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
、
大
学
ノ
オ
ト
三
冊
に
、
大
正
十
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
書
き
は
じ
め
ら
れ
、
十
二
年
六
月
五
日
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
現
存
す
る
重
吉
唯
一
つ
の
日
記
帳
な
の
で
あ
る
（
稿
者
注
、『
八
木
重
吉
全
集
』
の
「
日
記
」
に
は
大
正
一
一
年
七
月
九
日
ま
で
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
）。
内
容
は
短
歌
、
詩
、
散
文
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
結
婚
前
の
分
量
が
厖
大
で
あ
る
。
と
説
明
し
て
い
る
。
短
歌
の
創
作
時
期
は
、
の
ち
に
妻
と
な
る
島
田
と
み
と
の
出
会
い
（
大
正
一
〇
年
三
月
）
後
の
九
月
頃
か
ら
、
と
み
と
の
結
婚
（
大
正
一
一
年
七
月
一
九
日
）
後
ま
も
な
く
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
こ
れ
は
重
吉
が
御
影
師
範
学
校
の
教
師
と
し
て
赴
任
し
た
直
後
の
約
一
年
の
期
間
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
重
吉
の
文
学
の
習
作
期
に
当
た
る
。
《
た
だ
し
、
習
作
期
は
こ
れ
よ
り
も
以
前
か
ら
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。『
八
木
重
吉
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
第
一
巻
の
解
説
で
田
中
清
光
氏
は
　
　 
じ
つ
は
学
生
時
代
（
稿
者
注
、
神
奈
川
県
師
範
学
校
な
ら
び
に
東
京
高
等
師
範
学
校
在
籍
時
代
。
明
治
四
五
年
四
月
か
ら
大
正
一
〇
年
三
月
ま
で
。）
に
も
短
歌
や
詩
の
習
作
を
試
み
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
生
家
の
焼
失
等
の
こ
と
が
あ
り
、
現
在
で
は
詳
し
い
実
証
は
難
し
い
。
と
書
い
て
お
り
、
御
影
師
範
学
校
教
諭
以
前
の
重
吉
の
学
生
時
代
も
短
歌
や
詩
の
習
作
期
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。》
ま
た
、
同
書
の
第
三
巻
解
説
に
は
　
　 
新
し
い
家
庭
を
も
っ
た
重
吉
は
、
結
婚
後
わ
ず
か
の
間
短
歌
を
書
い
た
だ
け
で
、
詩
作
一
本
に
移
行
し
て
ゆ
く
。
と
あ
り
、
短
歌
が
短
期
間
し
か
書
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
短
歌
が
日
記
に
書
き
付
け
ら
れ
て
お
り
、
刊
行
の
準
備
も
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
が
高
い
文
学
意
識
で
も
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
心
の
記
録
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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さ
て
、
短
歌
の
書
か
れ
た
、
作
者
の
背
景
を
『
八
木
重
吉
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
の
年
譜
等
に
よ
っ
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
と
、
八
木
重
吉
は
明
治
四
五
年
四
月
、
一
四
歳
の
時
に
鎌
倉
の
神
奈
川
県
師
範
学
校
に
入
学
し
た
。
大
正
四
年
、
一
七
歳
の
時
に
は
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
鎌
倉
教
会
の
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
に
行
き注１
、
ま
た
師
範
学
校
内
の
詩
の
会
に
加
わ
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
正
六
年
三
月
、
一
九
歳
の
時
に
は
神
奈
川
県
師
範
学
校
を
卒
業
し
て
、
同
年
四
月
に
東
京
高
等
師
範
学
校
文
科
第
三
部
英
語
科
に
入
学
し
た
。
大
正
七
年
に
は
『
透
谷
全
集
』
を
読
ん
で
感
動
し
、
北
村
透
谷
未
亡
人
ミ
ナ
を
訪
問
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
石
川
福
音
教
会
の
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
に
行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
三
月
、
二
一
歳
の
時
に
は
駒
込
基
督
会
の
冨
永
徳
磨
牧
師
に
よ
っ
て
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
駒
込
基
督
会
か
ら
は
離
れ
て
い
く
も
の
の
、
終
生
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
主
義
者
で
あ
っ
た
。
大
正
一
〇
年
三
月
、
二
三
歳
の
時
、
東
京
高
等
師
範
学
校
卒
業
間
際
に
一
週
間
島
田
と
み
（
当
時
一
六
歳
、
明
治
三
八
年
二
月
四
日
生
ま
れ
）
の
勉
学
の
指
導
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
と
み
に
激
し
い
恋
情
を
抱
く
。
と
み
は
新
潟
県
出
身
で
あ
っ
た
が
、
大
正
五
年
に
父
が
死
去
し
た
あ
と
、
兄
夫
婦
と
上
京
し
、
女
子
聖
学
院
に
通
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
病
弱
で
休
学
し
た
た
め
、
女
子
聖
学
院
三
年
級
の
編
入
試
験
の
受
験
勉
強
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
縁
あ
っ
て
た
ま
た
ま
そ
の
面
倒
を
見
て
や
っ
た
の
が
重
吉
で
あ
っ
た
。
と
み
は
勉
強
の
甲
斐
あ
っ
て
合
格
す
る
。
一
方
、
重
吉
は
出
会
い
の
直
後
の
大
正
一
〇
年
四
月
、
兵
庫
県
御
影
師
範
学
校
に
英
語
教
諭
と
し
て
赴
任
す
る
。
と
み
へ
の
思
い
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
同
年
夏
ご
ろ
に
は
東
京
高
等
師
範
学
校
の
先
輩
内
藤
卯
三
郎
に
と
み
と
の
結
婚
の
仲
介
を
依
頼
す
る
。
翌
大
正
一
一
年
一
月
に
は
と
み
と
の
婚
約
が
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
結
婚
は
二
年
後
の
と
み
の
女
子
聖
学
院
卒
業
後
と
決
め
ら
れ
た
が
、
同
年
五
月
ご
ろ
と
み
が
肋
膜
炎
を
患
う
と
、
重
吉
は
と
み
を
四
年
生
で
中
途
退
学
さ
せ
て
七
月
に
結
婚
し
て
い
る
。
短
歌
は
こ
の
よ
う
な
重
吉
の
生
活
状
況
（
と
み
と
の
出
会
い
か
ら
結
婚
ま
で
）
を
背
景
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
と
み
へ
の
恋
情
と
そ
の
懊
悩
が
大
半
で
あ
り
、
そ
の
他
は
教
員
生
活
へ
の
嫌
悪
感
・
挫
折
感
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
心
、
日
常
生
活
（
身
辺
雑
記
）、
自
然
の
叙
景
な
ど
で
あ
る
。
短
歌
の
数
は
約
九
〇
〇
首
で
あ
る
（
た
だ
し
、
短
歌
か
短
詩
か
判
別
し
が
た
い
も
の
も
あ
る
）。
－ 126 －（３）
八木重吉の短歌㈠
　
　
　
　
　
二
、
教
員
生
活
へ
の
嫌
悪
　
さ
て
、『
八
木
重
吉
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
第
３
巻
で
は
日
記
は
、
　
　「
日
記
１
」（
大
正
一
〇
年
四
月
二
四
日
〜
大
正
一
〇
年
五
月
一
日
）、
　
　「
日
記
２
」（
大
正
一
〇
年
九
月
二
一
日
〜
大
正
一
〇
年
一
〇
月
三
一
日
）、
　
　「
日
記
３
」（
大
正
一
〇
年
一
一
月
三
日
〜
大
正
一
〇
年
一
一
月
二
五
日
）、
　
　「
日
記
４
」（
大
正
一
〇
年
一
一
月
二
五
日
〜
大
正
一
一
年
六
月
五
日
）、
　
　「
日
記
５
」（
大
正
一
一
年
六
月
六
日
〜
大
正
一
一
年
七
月
一
四
日
）、
　
　「
日
記
６
」（
大
正
一
一
年
七
月
四
日
〜
大
正
一
一
年
七
月
九
日
）
と
い
う
よ
う
に
１
か
ら
６
ま
で
の
番
号
を
付
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
日
記
１
」
と
「
日
記
６
」
に
は
短
歌
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
短
歌
が
登
場
す
る
の
は
「
日
記
２
」
の
冒
頭
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
部
分
の
短
歌
に
は
教
員
生
活
へ
の
嫌
悪
感
・
不
満
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
幾
つ
か
を
あ
げ
て
み
る
。
便
宜
上
、
短
歌
に
番
号
を
振
っ
て
い
る
。
　
　
１
、
あ
ま
り
に
も
う
る
ほ
ひ
し
ら
ぬ
教
へ
子
の
　
　
　
　
　
　
ひ
と
み
に
け
ふ
も
か
ほ
を
そ
む
け
し
　
　
２
、
わ
が
お
も
ひ
か
た
ら
ん
と
し
て
　
　
　
　
　
　
あ
ま
り
に
も
夢
な
き
子
ら
に
も
だ
し
て
や
み
ぬ
　
　
３
、
愛
す
べ
き
ね
が
い
を
祈
り
も
と
む
れ
ど
　
　
　
　
　
　
毛
虫
の
ご
と
も
子
ら
の
き
ら
わ
る
　
　
４
、
わ
れ
は
し
も
夢
み
る
子
か
や
　
　
　
　
　
　
お
し
へ
子
の
に
ご
れ
る
ひ
と
み
ま
も
る
に
た
え
ず
　
　
５
、
か
の
子
ら
に
哀
し
き
夢
の
あ
り
た
ら
ば
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わ
れ
な
り
わ
ひ
に
嘆
か
じ
も
の
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
上
大
正
一
〇
年
九
月
二
一
日
）
重
吉
の
短
歌
は
石
川
啄
木
の
影
響注2
で
二
行
に
も
三
行
に
も
分
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
詩
と
同
様
に
仮
名
表
記
が
多
い注3
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
受
け
持
ち
の
生
徒
に
対
す
る
嫌
悪
感
が
直
接
的
に
表
出
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
教
育
者
は
生
徒
へ
の
嫌
悪
感
を
注
意
深
く
隠
す
も
の
だ
ろ
う
が
、
日
記
と
い
う
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
記
録
の
性
質
上
、
あ
り
の
ま
ま
の
生
々
し
い
本
音
が
こ
こ
に
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
う
る
ほ
ひ
し
ら
ぬ
教
へ
子
」、「
あ
ま
り
に
も
夢
な
き
子
」、「
お
し
へ
子
の
に
ご
れ
る
ひ
と
み
」
は
生
徒
へ
の
露
骨
な
非
難
で
あ
る
。
２
の
短
歌
に
は
《
自
分
の
思
い
を
語
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
あ
ま
り
に
も
夢
の
な
い
生
徒
に
、
言
っ
て
も
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
と
思
っ
て
、
沈
黙
し
て
し
ま
っ
た
。》
と
書
か
れ
て
い
る
。
５
の
短
歌
に
も
生
徒
に
は
夢
が
な
い
と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
重
吉
の
考
え
る
「
夢
」
や
理
想
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
具
体
的
に
は
分
か
ら
な
い
が
（
キ
リ
ス
ト
教
的
理
想
世
界
か
）、
こ
こ
に
は
青
年
教
師
重
吉
の
理
想
と
現
実
の
隔
絶
に
苦
悩
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
沈
黙
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
行
為
は
生
徒
に
向
き
合
わ
な
い
、
消
極
的
・
内
向
的
な
態
度
で
あ
る
。
１
の
短
歌
の
教
え
子
に
顔
を
背
け
る
と
い
う
態
度
も
同
じ
で
あ
る
。
３
の
短
歌
の
「
毛
虫
の
ご
と
も
子
ら
の
き
ら
わ
る
」
に
は
生
徒
が
毛
虫
に
た
と
え
ら
れ
て
お
り
、
蔑
視
が
は
な
は
だ
し
い
。
　
こ
の
よ
う
な
生
徒
に
対
し
て
見
ら
れ
る
嫌
悪
感
、
蔑
視
は
同
僚
の
教
員
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
。
　
　
１
、
税
金
の
こ
と
の
み
い
つ
も
口
に
す
る
　
　
　
　
　
　
ひ
と
あ
り
げ
に
も
教
員
ら
し
き
　
　
２
、
借
り
家
と
米
の
相
場
が
い
と
お
も
き
　
　
　
　
　
　
教
員
室
の
話
題
な
り
け
る
　
　
３
、
な
に
ご
と
も
に
や
に
や
わ
ら
ひ
用
の
す
む
　
　
　
　
　
　
教
員
と
い
ふ
は
ひ
と
の
く
ず
か
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
上
大
正
一
〇
年
九
月
二
一
日
）
１
と
２
の
短
歌
は
教
職
に
対
す
る
情
熱
や
理
想
が
な
く
、
自
己
の
生
活
・
身
辺
に
し
か
関
心
の
な
い
同
僚
教
員
へ
の
失
望
を
表
し
た
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八木重吉の短歌㈠
も
の
だ
ろ
う
。
３
の
短
歌
は
作
り
笑
い
、
愛
想
笑
い
で
物
事
を
や
り
す
ご
す
教
員
を
「
人
の
く
ず
」
と
呼
ん
で
い
る
。
重
吉
の
妻
と
み
は
の
ち
に
、
学
校
で
の
重
吉
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
　
　 
　
重
吉
は
よ
く
勉
強
す
る
ま
じ
め
な
親
切
な
青
年
教
師
だ
っ
た
と
、
こ
ん
に
ち
で
も
教
え
子
の
か
た
た
ち
が
語
っ
て
下
さ
い
ま
す
が
、
学
校
で
は
教
員
室
の
俗
悪
な
会
話
に
み
ち
た
空
気
を
ひ
ど
く
き
ら
い
、
ひ
ま
さ
え
あ
れ
ば
、
ひ
と
り
校
庭
の
木
蔭
や
物
蔭
で
、
聖
書
に
読
み
ふ
け
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
 
（
『
花
と
空
と
祈
り
　
新
資
料
八
木
重
吉
詩
稿
』
の
「
編
輯
後
記
」
吉
野
登
美
子
）
こ
こ
に
は
教
員
室
の
雰
囲
気
を
嫌
う
重
吉
の
姿
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
他
者
に
対
す
る
「
く
ず
」
や
「
毛
虫
」
と
い
う
激
し
い
軽
侮
の
言
葉
は
、
重
吉
の
自
尊
心
、
気
位
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
内
向
的
で
お
と
な
し
い
と
言
わ
れ
る注4
重
吉
の
内
面
、
心
の
底
に
は
こ
の
よ
う
な
激
し
い
感
情
、
自
恃
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
軽
々
し
く
他
人
を
侮
る
自
己
に
辟
易
す
る
か
ら
こ
そ
、
い
っ
そ
う
信
仰
の
道
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
そ
し
て
、
他
者
へ
の
非
難
は
す
ぐ
さ
ま
、
自
分
は
果
し
て
他
者
を
非
難
で
き
る
立
派
な
人
間
な
の
か
と
い
う
問
い
か
け
を
生
み
出
す
。
　
　
１
、
お
し
へ
子
の
み
に
く
さ
せ
む
る
み
づ
か
ら
が
　
　
　
　
　
　
き
た
な
き
も
の
ゝ
う
つ
わ
な
る
ら
し
　
　
２
、
わ
れ
と
い
ふ
う
つ
け
し
も
の
が
あ
や
ま
り
て
　
　
　
　
　
　
お
し
ふ
る
こ
と
を
な
り
わ
ひ
と
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
上
大
正
一
〇
年
九
月
二
一
日
）
　
　
３
、
偽
善
者
の
八
木
め
が
今
日
も
さ
か
し
ら
に
　
　
　
　
　
　
教
壇
に
た
ち
て
世
迷
ひ
を
と
く
　
　
４
、
英
語
と
い
ふ
く
だ
ら
ぬ
も
の
の
な
か
り
せ
ば
　
　
　
　
　
　
か
く
ま
で
わ
れ
も
堕
落
せ
じ
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
以
上
大
正
一
〇
年
九
月
二
二
日
）
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１
は
教
え
子
を
責
め
る
自
分
こ
そ
が
汚
い
も
の
の
器
だ
と
自
己
反
省
、
自
己
批
判
し
て
い
る
。
２
は
自
分
の
よ
う
な
愚
か
者
が
ま
ち
が
っ
て
教
職
に
つ
い
て
い
る
と
い
う
自
己
批
判
、
嫌
悪
感
で
あ
る
。
３
は
教
壇
に
立
つ
自
分
を
偽
善
者
だ
と
非
難
し
て
い
る
。
人
間
の
模
範
と
な
る
べ
き
教
員
の
仮
面
を
か
ぶ
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
自
己
へ
の
嫌
悪
感
だ
ろ
う
。
４
は
英
語
に
興
味
を
も
っ
た
ば
か
り
に
、
英
語
教
師
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
後
悔
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
自
己
批
判
の
短
歌
か
ら
は
、
重
吉
の
内
省
的
な
心
理
傾
向
が
よ
く
分
か
る
。
ま
た
、
東
京
か
ら
関
西
に
赴
任
し
て
、
教
職
に
適
応
で
き
ず
に
苦
闘
す
る
新
人
教
員
重
吉
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
注
１
、
今
高
義
也
氏
は
八
木
重
吉
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　 
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
重
吉
の
鎌
倉
師
範
（
稿
者
注
、
神
奈
川
県
師
範
学
校
）
入
学
後
間
も
な
く
始
め
ら
れ
た
、
師
範
学
校
内
に
0
0
0
0
0
0
お
け
る
0
0
0
「
バ
イ
ブ
ル
研
究
会
」
で
あ
る
。
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
「
年
会
」
の
記
録
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉
教
会
（
中
略
）
　
　
　
　
　
　
　 
近
年
の
一
美
挙
と
云
ふ
べ
き
は
、
鎌
倉
師
範
学
校
内
に
於
け
る
バ
イ
ブ
ル
研
究
会
な
り
。
ド
レ
パ
ル
博
士
ら
其
の
責
に
任
じ
、
毎
週
一
回
交
互
に
宣
教
師
諸
君
の
出
演
あ
り
、
出
席
の
生
徒
八
十
名
前
後
な
り
と
云
ふ
。
近
来
稀
に
見
る
べ
き
模
範
的
の
挙
な
り
と
云
ふ
べ
き
な
り
。
将
来
諸
学
校
の
教
師
た
る
べ
き
性
質
を
有
す
る
生
徒
の
心
に
、
深
く
聖
意
注
ぎ
入
れ
ら
れ
ん
こ
と
を
祈
り
て
止
ま
ざ
る
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
『
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
第
六
回
東
部
年
会
記
録
』、
一
九
一
三
年
三
月
）
　
　
　
　
　
　
　 
公
立
の
師
範
学
校
内
に
お
け
る
こ
の
「
バ
イ
ブ
ル
研
究
会
」
の
開
催
は
、
当
時
の
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
に
と
っ
て
の
み
な
ら
ず
日
本
社
会
を
見
渡
し
て
も
実
際
「
稀
に
見
る
一
美
挙
」
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。（
略
）
／
こ
の
「
バ
イ
ブ
ル
研
究
会
」
に
重
吉
が
参
加
し
て
い
た
か
ど
う
か
現
在
の
と
こ
ろ
は
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
「
研
究
会
」
の
開
催
が
、
重
吉
が
後
に
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
鎌
倉
教
会
（
略
）
に
お
け
る
バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
へ
出
席
す
る
契
機
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
『
八
木
重
吉
と
キ
リ
ス
ト
教
　
詩
心
と
「
神
学
」
の
あ
い
だ
』
教
文
館
）
注
２
、 
重
吉
の
短
歌
は
形
式
の
上
か
ら
も
、
生
活
に
根
ざ
す
と
い
う
発
想
の
上
か
ら
も
、
用
語
の
上
か
ら
も
石
川
啄
木
の
影
響
が
見
ら
れ
る
（
他
に
は
若
山
牧
水
や
与
謝
野
晶
子
〔
明
星
調
〕
の
影
響
が
見
ら
れ
る
）。
左
に
啄
木
の
影
響
の
濃
い
と
思
わ
れ
る
、
重
吉
の
短
歌
を
挙
げ
て
お
く
。
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八木重吉の短歌㈠
　
　
　
死
ぬ
る
に
は
い
づ
れ
が
や
す
き
　
　
　
　
　
か
く
と
へ
ば
ピ
ス
ト
ル
は
よ
き
も
の
な
り
と
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
「
日
記
３
」
大
正
一
〇
年
一
一
月
一
五
日
）
　
　
　
い
っ
し
ん
に
で
ん
き
の
か
さ
を
　
　
　
み
つ
め
け
る
　
お
も
ひ
つ
く
れ
ば
　
　
　
ま
た
あ
め
き
こ
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
「
日
記
３
」
大
正
一
〇
年
一
一
月
二
一
日
）
　
　
　
ひ
と
が
み
な
　
　
　
な
つ
か
し
き
日
か
な
よ
く
よ
く
に
　
　
　
あ
き
ら
め
は
て
し
そ
が
ゆ
え
な
り
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
「
日
記
３
」
大
正
一
〇
年
一
一
月
二
四
日
）
　
　
　
ま
っ
ち
す
り
や
が
て
火
消
え
ぬ
　
　
　
　
　
白
き
灰
そ
の
ま
ゝ
に
の
こ
り
て
あ
り
し
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
「
日
記
４
」
大
正
一
一
年
五
月
二
一
日
）
　
　
　
一
握
の
砂
に
て
も
よ
し
　
　
　
　
さ
ば
か
り
の
ち
さ
き
に
て
よ
し
、「
真
実
」
よ
あ
れ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
「
日
記
４
」
大
正
一
一
年
六
月
五
日
）
　
　
　
ま
た
、
田
中
清
光
氏
は
重
吉
の
読
書
範
囲
に
石
川
啄
木
の
歌
集
が
入
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　 
　
因
み
に
重
吉
の
実
家
に
は
、
加
藤
武
雄
が
新
潮
社
へ
入
社
し
て
か
ら
贈
っ
て
き
た
文
芸
雑
誌
や
、
ト
ル
ス
ト
イ
『
戦
争
と
平
和
』、
ツ
ル
ゲ
ネ
フ
『
猟
人
日
記
』、
ゲ
ー
テ
『
若
き
ヱ
ル
テ
ル
の
悲
み
』、
志
賀
直
哉
『
大
津
順
吉
』、
若
山
牧
水
、
石
川
啄
木
、
金
子
薫
園
の
歌
集
な
ど
が
あ
り
、
長
兄
政
三
は
短
歌
を
愛
好
し
て
い
た
と
純
一
郎
氏
（
稿
者
注
、
重
吉
の
実
弟
）
は
回
想
す
る
。
重
吉
の
読
書
圏
に
こ
の
生
家
の
蔵
書
が
入
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 
（
『
詩
人
八
木
重
吉
』
麥
書
房
）
注
３
、
短
歌
で
は
な
く
、
重
吉
の
詩
の
仮
名
表
記
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
鈴
木
亨
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　 
彼
の
好
ん
だ
仮
名
を
主
体
と
す
る
表
記
法
も
、
遠
い
誘
因
は
賛
美
歌
集
に
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
直
接
に
は
白
秋
、
暮
鳥
と
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い
う
先
縱
に
学
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
 
（
「
八
木
重
吉
の
人
と
作
品
」『
八
木
重
吉
詩
集
』
白
鳳
社
。
引
用
は
『
八
木
重
吉
文
学
ア
ル
バ
ム
』
筑
摩
書
房
に
よ
っ
た
。）
注
４
、
重
吉 
の
性
質
に
つ
い
て
、
従
兄
弟
の
八
木
亀
助
氏
は
「
故
人
の
こ
と
」（
「
草
」
３
号
八
木
重
吉
追
悼
号
）
と
い
う
文
章
で
　
　
　
　
　 
氏
と
は
二
年
違
ひ
で
小
学
校
も
ず
つ
と
一
し
よ
だ
つ
た
関
係
上
、
お
互
ひ
に
鼻
た
ら
し
小
僧
時
代
か
ら
の
追
憶
は
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
尽
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
ど
の
一
頁
を
開
い
て
見
て
も
先
づ
頭
に
浮
か
ん
で
来
る
の
は
お
と
な
し
い
内
気
す
ぎ
る
様
な
、
さ
う
し
て
色
白
な
、
い
か
に
も
坊
ち
や
ん
ら
し
い
姿
で
あ
る
。
遠
く
も
な
い
が
都
離
れ
た
山
村
の
こ
と
で
あ
る
。
多
く
は
小
伜
か
餓
鬼
共
と
い
ふ
感
じ
の
小
童
ば
か
り
の
う
ち
に
氏
の
み
に
は
坊
ち
や
ん
と
い
ふ
言
葉
が
ふ
さ
わ
し
く
思
は
れ
た
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
氏
の
家
庭
が
割
合
に
子
弟
を
窓
深
く
育
て
る
方
で
あ
つ
た
為
か
も
知
れ
な
い
が
矢
張
り
大
部
分
は
氏
の
特
質
の
現
は
れ
だ
つ
た
と
思
ふ
。
 
（
『
八
木
重
吉
文
学
ア
ル
バ
ム
』
筑
摩
書
房
所
収
）
主
要
参
考
文
献
『
詩
人
八
木
重
吉
』
田
中
清
光
（
麥
書
房
）
『
八
木
重
吉
文
学
ア
ル
バ
ム
』
田
中
清
光
編
（
筑
摩
書
房
）
『
八
木
重
吉
と
キ
リ
ス
ト
教
』
今
高
義
也
（
教
文
館
）
『
詩
の
宇
宙
　
重
吉
　
暮
鳥
　
元
吉
　
賢
治
』
藤
原
定
（
皆
美
社
）
『
日
本
近
代
詩
と
キ
リ
ス
ト
教
　
佐
藤
泰
正
著
作
集
10
』
佐
藤
泰
正
（
翰
林
書
房
）
『
日
本
の
詩
歌23
　
中
原
中
也
　
伊
東
静
雄
　
八
木
重
吉
』
伊
藤
信
吉
他
編
（
中
央
公
論
社
）
『
日
本
詩
人
全
集18
　
中
勘
助
　
八
木
重
吉
　
田
中
冬
二
』
亀
井
勝
一
郎
他
編
（
新
潮
社
）
『
花
と
空
と
祈
り
　
新
資
料
八
木
重
吉
詩
稿
』
吉
野
登
美
子
他
編
（
彌
生
書
房
）
『
琴
は
し
ず
か
に
　
八
木
重
吉
の
妻
と
し
て
』
吉
野
登
美
子
（
彌
生
書
房
）
『
八
木
重
吉
　
詩
と
生
涯
と
信
仰
』
関
茂
（
新
教
出
版
社
）
『
八
木
重
吉
詩
が
た
み
　
祈
り
』
四
竈
経
夫
（
宝
文
館
出
版
）
－ 120 －（９）
